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資料 3－1 記録  
資料 3－1－1 第 1 回個別学習の記録  
 
第 1 回目  日時：2011 年 6 月 21 日 (16:00～16:30)  
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①数の石垣の仕組みを知る . 
   ②楽しいと感じ，問題を解く意欲を高める . 
   ③合わせて 10 までの足し算の石垣を解くことができるように
なる．  














目的② ,③  
【2】合わせて 10
までの足し算の２
段 の 石 垣 を 解











5T：「どうなってるか教えて .」  
6S：「これとこれ (2 と 8 をさしながら )を足した数
字がここにくる .」  
7T：「そうだね .こことここ (2 と 8 をさしながら )











































2S：「 (左手で 2 を作り ,右手で 3 を作り ,順番に数
えてから )5.」  
3T：「うん .そうだね .」  
4S：｢(左手で 3 を作ったあとに右手で 5 まで数え
あとに，左手の余っている指を使い数えてか




5S： (問題を解きすすめていく .どちらかの数が 5
より大きい数の時は 1【2】4S の方法で ,どちらも
5 以下の時は 1【2】2S の方法で解いていく .) 
6S： (指を使わずに頭の中で計算し ,答えを書く )




7S：(問題を解きすすめていく .どちらかに 1 が入
っている時は 1【2】6S の方法で ,それ以外は 1【2】
5S の方法で解いていく .) 




1T：「さっきのと同じ足し算だよ .」  
2S：（問題を解きすすめていく .）  
3T：（児童が解き終わったあとに）「何か気が付い
たことはないかな?」  





































5T：「本当だね .他にはもう気付くことないかな .」 
6S：「ここ (上の段をさして )も ,順番に増えとる .」 
7T：「順番に増えてそうだね .いくつずつ増えて
る？」  
8S：「…わからん .」  
9T：「じゃあ ,4 は 2 よりいくつ多い?」  
10S：「… .」  
11T：「じゃあ ,2 にいくつ足したら 4 になる?」  
12S：「…２ .」  
13T：「そうだね .じゃあ ,4 にいくつ足したら 6 に
なる?」  
14S：「…えっと ,…2.…あ !分かった !!」  
15S： (自分で石垣を下の段が 12 と 12 まで書き ,
解き始める .上の段に入れた数に 2 を足して ,答え







1T：「また同じ石垣だよ .」  
2S：「 (9 を指で作ってから足りないことに気付き



















目的② ,③  
【5】下の段に連続
する整数を入れた ,
２ 段 の 石 垣 を 解



















10 以下の 2 段の引
き 算 の 石 垣 を 解









2S：「ちょっと待ってな…」 (問題を解き始める .) 
3S：「 (問題 1【5】(2)を解き終えてから )あ !わかっ
た .順番だこれ .」  
4T：「うん .順番になってるね .」  
5S：「簡単だが .」  
6T：「 (4)番だけ ,空いているところが違うけど ,分
かるかな?」  
7S：「簡単だが .順番だから…5?」  
8T：「うん .今まで順番だったから 5 が入りそうだ
ったね .じゃあ本当に 5 であってるか ,確かめてみ
ようか .」  
9S：「どうやって?」  
10T：「下の段の数を足したら ,9 になるかな?」  











く .(問題 1【6】 ) 2S：「簡単だが .」  
3S：(問題 1【5】(4)に数を入れたときと同じ考え
で数を入れる .) 




4T：「じゃあちょっと待ってね ,6 と 7 を足した
ら ,9 になるかな?」  
5S：「（指で 6 を作ったあとに ,指で 7 を作り）7,8,
… ,13.…13．あれ，違う .」  
6T：「じゃあ，6 に何を足したら 9 になるかな?」 
7S：「（指を折り曲げながら順番に）7，8，9．…
3」  
8T：「うん .3 になるね .」  
9S：「なんだー .」  
10S：（次の問題も，1【6】3S と同じ様に数を入
れ始める .）  
11T：「じゃあちょっとまってね .」（下のように丸





12S：「何だこれは .」  
13T：「8 個になるには今 2 個あるからあと何個あ
ったら 8 になるかな?」  
14S：（下のように丸を塗りつぶし，残りの丸を数












15T： (残りの問題にも 1【6】11T のように丸を
描く .) 
16S： (1【6】14S 様に残りの問題も解いていく .) 
17S：｢できた .｣ 
18T：｢難しかった?｣ 
19S：「うん .」  
20T：「丸があると分かりやすかった?」  
21S：「こっち (丸を描いた方を指して )の方が簡単














資料 3－1－2 第 2 回個別学習の記録  
 
第 2 回目  日時：2011 年 6 月 28 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①式をみて解く事ができるようになる . 
   ②引き算の練習の石垣を，自分で解ける . 






















解く .(問題 2【2】 ) 
 
2【1】  
1T：「この間は 2 段だったけど，今日は 3 段です .」 
2S：「同じ？」  
3T：「解き方は同じだよ .」  
4S：（問題を解き始める .）  
5S：（問題 2【1】（1）の 2 段目には指を使わずに
数をすぐに入れていた .3 段目は，指を使いまず 9
を作り合わせると 10 を越えることに気付くと，






6S： (1 や 2 の数字が下の段に入っている時は，
指を使わずに答えを求める．それ以外のものは指
を使い 10 を超えることに気付くと ,加える方の数




1T：「じゃあ，次は足し算を解いてみようか .」  






































4S：「えっと･･･(指で 6 を作ってから )26，27，･･･，
31.31 や .」  
5T：「うん .そうだね .じゃあこれはどうかな?」  
6S：「えー .大きい .」  
7T：「筆算を使ってもいいんだよ .」  
8S：「えっと…どうやったけ?」  
9T：「忘れた?」  





11T：「うん .筆算で表すとそうなるね .」  
12S： (最初に一の位の 1 と 2 を頭の中で計算し，
3 と求めたあと，指をつかってもう一度確認をす
る .そのあと十の位の 2 と 1 を頭の中で計算した
あと，もう一度指を使って確認をする .) 
13T：「残りの問題も筆算使ってもいいよ .」  
14S：「 (筆算の形にしてから )あれ .これどうするん
だっけな?」※問題 2【2】 (3) 





16S：「 (指を使い，合わせると 10 を越えるのに気
付いた後に，指で 6 をつくり )9，10，…，14. 14．」 
17T：「うん .そうだね .10 より大きくなるときはど
2 1 
1 2 ＋  
2 8 

















を解く .(問題 2【3】) 
 
うすればよかったかな?」  





19T：「うん .そうやるんだったね .」  
20S ： (続きを解き，残りの問題も同じように解
く .) 















は，1 と合わせたら 2 になる数だよね．｣ 
4S：「…難しい．」  
5T：「1 と何を足したら 2 になる?」  
6S：「1」  
7T：「うん．そうだね．じゃあこっち (一番下の段
の右側 )もわかるかな?」  
2 8 














12S： (次の問題を解き始める． ) 






 ※丸で囲んである数は児童が入れた数である．  
14T：｢ちょっと，確めてみようか?｣ 
15S：「何で?あっとるが．」  
16T：「5＋2 をしたら 6 になるかな??」  
17S：｢…違う．｣ 
18T：「じゃあ，2 に何を足したら 6 になるかな?」 
19S：｢わからん .｣ 






21S： (1【6】14S と同じ様に解き始める .) 


















 ※丸で囲んである数は児童が入れた数である．  







26S：｢違う .｣(丸を使い数えて，答えを直す .) 
27S： (残りの問題も全て 2【3】21S と同じよう
に問題を解いていく .) 
28S：「できた .」  
29T：「難しかった??」  
30S：「うん .難しいこれ .」  
31T：「でも，頑張ってできてたよ .」  
32T：「じゃあ ,このプリント (問題 3【1】【2】 )あ

















資料 3－1－3 第 3 回個別学習の記録  
 
第 3 回目  日時：2011 年 7 月 5 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①引き算の問題を，自分で丸を描いて考える . 


























1S：「宿題できた .丸付けして .」  
2T：「じゃあ，一緒に答え合わせしていこうか .」 
3T： (丸をつけていく .) 
4S：(自分の答えが合っているかどうか見ている .) 
5T：「全部あってたね .」  
6S：「あっとる .やった .」  
 
3【2】  
1T：「じゃあこれも丸付けするね .」  
2S：（合っているかどうか見ている .）  
3T：「ちょっとこっちは難しかったかな?」  
4S：「丸つけて .あっとるし .」  
5T：「うん .頑張れたね .でもちょっとこっちのプリ
ントは今から一緒に考えようか .」  




























































 ※丸で囲んである数は児童がいれた数である . 
6S：「えー .あっとるし .」  
7T：「じゃあ 1 番みてみてな .8 と 9 を足したら 10
になるかな??」  
8S： (指で８を作り，10 を越えることに気付く .)
｢ならん .もう難しい .｣ 
9T：「じゃあ 10 の上に丸を描いてみようか .」  







 ※丸で囲んだ数は児童が入れた数である．  
12S：｢分からんもん･･･.｣(丸を 8 個塗りつぶす .) 
13T：「何がはいりそうかな?」  
14S： (9 を 2 に書き直す .) 
15T：「うん .そうだね .じゃあ，２番は自分で丸を
描いてみようか .」  
16S：「もう，できない .難しい .･･･.」  
17T：「8 だから，3 と何を足したら 8 になるかな?」 
18S：「･･･.」  














































うか .」  




2S：「うん .」 (鉛筆を全部机の上にだす .) 
3T：「じゃあ，この中から何本か握ってみて .」  
4S： (5 本握る .) 
5T： (3 本握り，残りの鉛筆をよけておく .) 
6T：「じゃあ握った鉛筆並べてみて .いくつある?」 
7S： (並べておいて数える .)｢5 本｣ 






10S：「5 本 .」  
11T：「うん .5 本の方が多いね .じゃあ先生の鉛筆
は 3 本だから何本多いかな?」  




















































8T のように鉛筆を机の上に並べる． ) 
21T：「じゃあ，先生の鉛筆より何本多いかな?」
(3【3】8T のように鉛筆を机の上に並べる． ) 




































































41S： (3【3】34S と同じ方法で答えを求める． )










【3】34S と同じ方法で答えを求める． )「4 本．」 
47T：「じゃあな，これを式で表すことできるかな?
今 6 本鉛筆持っていたよね．先生は 2 本だったか



























す る 整 数 を 入 れ
た，足し算の練習
の３段の石垣を解
く．（問題 3【4】）  
 
48S：「できるで．」（式を書き始める．）  
  ４  
 ※紙に児童が書いた数である．  
49T：「さっき，6 本から 2 本とって，残ったのが
4 本だったよね?」  
50S：「あ !そうか…」（書き直す．）  

































































資料 3－1－4 第 4 回個別学習の記録  
 
第 4 回目  日時：2011 年 9 月 13 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①10 までの補数の感覚を身に付ける . 
   ②自分の決まりでは適応しないことに気付く . 
学習内容  ｢言葉｣・ (動作 ) 
目的①  
【1】２段の石垣で























1T：「今日は ,この大きな石垣を使うよ．」  
2S：「わー．なんだこれ .」  
3T：｢ここ (石垣の上の段 )に 10 枚の紙を置くね .｣







4T：「今ここ (一番上の段 )に ,10 枚入ってあるけど ,
下の段の左側に 2 枚もっていくと ,右の石垣には








































6T：「そうだね .8 枚はいるから ,8 が入るね .だから ,
これを数字でかくとこうなるね .」 (石垣だけを描





をいれてみようか .」(石垣だけを描いた紙を渡す .) 
8S：「うん .何でもいいん?」  






12S：「うん .」(考えずに ,数えて数を入れていく .) 




1T：「じゃあ ,この石垣に数を入れてみて .」  
2S：「分かった .」  















































る数が ,｢5 と 5｣,「1 と 9」,｢10 と 0｣の時は 3S と
同じように数をいれ ,それ以外は４S と同じよう
に数を入れていく .) 




1T：「じゃあ ,今度はこれ解いてみようか .」  
2S：「わかった .」  
3T：「じゃあ ,数を入れてみて .」  
4S：「あ .わかった .」（足し算の問題と同じという
ことに気付き ,すぐに数を入れ始めた .）  




6T：「3 に何を足したら 10 になるかな .」  
7S：「えっと… .」 (6 を入れる .) 
8T：「3 と 6 を合わせると 10 になるかな .」  
9S： (10 枚の正方形の紙を使い ,確認し始める .違
うことに気付き ,数を書き直す .) 
10S：(そのあとは ,正方形の 10 枚の紙を使い ,確認
しながら数を入れていく .) 
11S：「できた .」  
12T：「気付いてたと思うけど ,実はこれ (足し算の















く .(問題 4【4】 ) 
だよ .」  
13S：「わかっとった .」  
14T：「じゃあ ,最初に数を入れてくれる石垣とも
数が同じになるのにも気付いてた？」  














4T：「難しかったら ,筆算使ってもいいんだよ .」  
5S：(次の問題を解き始めようとするが ,問題 4【4】
(2)をとばして次の問題に進もうとした .) 





7S：「だって ,一番と一緒でどうせわからんもん .」 
8T：「そっか .でも分かってたら真ん中だけでも入
















11T：「じゃあ ,もう時間だから 1 つだけ一緒に解
こうか .」  
12S：「1 個だけでいい?」  
13T：「うん .じゃあ 1 番を解いてみようか .筆算に
してみて .」  
14S： (筆算の形にする .) 
15S： (一の位のところに 0 と書いたあと )「これ
ってこうだったけ？」  
16T：「いいよ .」  
17S：(十の位のところに 2 と書く )｢これであっと
る?｣ 
18T：「うん .あっとるよ .」  
19S： (石垣に 20 と数をいれて )「できたよ .」  
20T：「じゃあ ,今日は時間だから ,続きをできたら
家でやってみてね .それから ,このプリントも時間












資料 3－1－5 第 5 回個別学習の記録  
 
第 5 回目  日時：2011 年 9 月 20 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①引き算の石垣の解き方を知る . 
   ②10 までの補数の感覚を身に付ける . 
   ③足し算の復習をする . 
























1S：「宿題もってきたから丸付けして .」  
2T：「うん .見せて .」  
3S：「はい .」  
4T： (丸付けをする .) 
5S：(自分の答えが合っているかどうか見ている .) 
6T：「全部ちゃんとできてたよ .頑張ったね .」  




1T：「じゃあ ,次はこれに数を入れてみて .」  
2S：「わかった .」  
3S：「えっと ,…10 だろ… . 5,6,… ,10(指を順番に
折り曲げていき ,10 で折り曲げたところまでを ,
もう一度数え直して答えを求める .)わかった .６．




4T：「うん .4 だから 6 をいれたら 10 になるね .」  

































を解く .(問題 5【4】) 
右側の数字の続きから ,指を曲げながら数を数え
ていき ,10 になったところで ,折り曲げた指の数
を数えて答えを求めていく .) 




1T：「じゃあな ,今度はこのプリントやってみて .」 
2S：「何これは?」  
3T：「今 ,上の段に 10 が入っているよね?下の段を
あわせると 10 になるように ,数を入れてみて .」  
4S：「何でもいい？」  
5T：「うん .何でもいいよ .」  
6S：(下の段の左側に 4 という数字を入れると ,右
側には「5,6,…10．」と数えながら指を折り曲げ
ていき ,折った指の数を数えて数を入れていく .) 
7S： (残りの問題にも同じようにして数を入れて
いくが ,組み合わせが｢1 と 9｣,「2 と 8」,「5 と 5」
のときは指を使わずにすぐに数を入れていた .そ
の他は 5【3】6S と同じ方法で数を入れていく .) 
8S：「できた .」  
9T：「全部合わせたら 10 になってるかな?」  
10S： (最初の何問かを指を使って数えて 10 にな





か .」  




















く .(問題 5【５】 ) 
 
 
3S：(右側の数の 1 の続きの 2 から ,指を折り曲げ
ながら 9 になるまで数え ,折り曲げた指の数を数










6T： (答えをみてから )「全部あってるよ .」  





か .」  
2S：「やった .足し算や .」  
3S：「えっと…」  
4T：(児童が問題 5【5】(1)に数を入れる前に )「1
＋5 は 10 より大きくなるかな?」  
5S：「小さい .」  
6T：「そうだね .じゃあ ,5＋6 は 10 より大きくな
るかな?小さいかな?」  
7S：「ちょっと待ってな .」 (指を使って数えはじ
める .「11」  
8T：「11 になるね .ということは 10 より?」  




10S： (問題 5【5】 (1)の真ん中の段に数を入れた








「2＋7 は 10 より大きいかな?小さいかな?」  
12S：「ちょっと待ってな .」(指を使って数え始め
る .)「9」  
13T：「９になるね .だから?」  
14S：「10 より小さい .」  
15T：「じゃあ ,7＋3 はどうかな?」  
16S： (指を使って数える )「10」  
17T：「うん .10 だね .」  
18S：(一番上の段には ,小さい数を指で作り ,5【5】
10S のようにして数を求める .) 
19S：(残りの問題を解き始める .指を使って 10 を
越えることに気が付くと ,小さい方の数を指でつ
くり ,5【5】10S のようにして数を求めていく .) 
20S：「できた .」  
21T：「じゃあ ,今日はもう時間だから ,このプリン
ト (問題 6【1】)あげるから時間があったらやって










資料 3－1－6 第 6 回個別学習の記録  
 
第 6 回目  日時：2011 年 10 月 4 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①10 の補数の感覚を身に付ける．  


























1S：「宿題やってきたから ,丸付けして .」  
2T：「うん .わかった .」  
3T： (丸付けをする .) 

















5T：「分からなかったら ,筆算使ってもいいよ．」  



















































を使い数えて数を求め ,右側 (△ )は一番下の段の










1T：「じゃあ ,今度は足し算の式だよ．」  
2S：「なんじゃこりゃ．全部 10 やで．」  
3T：「うん．全部 10 だよ．できるかな?」  
4S：「うん．」  
5S：（問題 6【3】（1）はすぐに答えを求める．）  
 
 
△  ○  






































直して ,15 と書く．）  




















































9T：「上に 10 個あって ,3 個はここ（真ん中の左
側）にあるよね．じゃあ 3 といくつ合わせたら




11Ｔ：｢待ってな．10 から 3 とるから， (指で 3
を作ってから )9，8，7(指を折り曲げていきなが























資料 3－1－7 第 7 回個別学習の記録  
 
第 7 回目  日時：2011 年 10 月 24 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①1 桁+1 桁で答えが 10 以上になる足し算をする時に，先に 10
にしてから残りの数を足して考えて解ける。 (例 :7+5=という式
があると，5 を 3 と 2 に分け，10+2 という風に考えて解ける。)  
   ②2 桁―1 桁の引き算で，引かれる数が 10 以上の引き算が解け
る。  



















な る 足 し 算 を 解
く。(問題 7【2】 ) 
7【1】  
1S：「6，7，8，･･･，12」（指で 7 を作ってから，





5T： (答え合わせをする ) 







2S：「5，5，10．12. 」※問題 7【2】 (1) 
3S：「 (指で 7 を作ってから )6，7，…，13」※問




































る )※問題 7【2】 (2) 
8S：｢10，11｣(真ん中の式は指を使ったり，指を
見たりせずに )声に出してから数を入れる。 ) 
9S：｢(指で９を作ってから )3，4，…11｣(数えて




して .」  
12T：「うん .でも ,あと少しあるよ .でもちょっと待
ってな .」  
13T：「8＋2 をしたら 10 になったな。10＋6 をし
たから 16 になったな .下の式の答えはどうなっと
る?」  





   (7) 8＋2＝  
   10＋6＝  
    
    8＋8＝  
18S：｢8…分かった !一緒や .｣ 
19T：｢今まで解いたところも同じになっとる?｣ 
20S：「ちょっと待ってな .(他のところも確認し始

































22S： (問題 7【2】 (8)を 7【2】7S～9S と同じ方
法で解き始める .) 





26S：(3 と 5 を足すと 8 になっているか確認をす
る .)※問題 7【2】 (8) 
27S：(残りの問題も 7【2】7S～9S と同じ方法で
解き始める .解いたあとは 7【2】23S,26S のよう
に確認をする .) 
28S：「できた .」  
 
7【3】  
1S：（7【1】1S と同じように問題を解いていく .） 
2T： (児童が問題 7【3】（3）を解く時に )「７に
何をたしたら 10 になる?」  
3S：「12．あっとる?」（指を使って数えた数を答
える .）  
4T：「答えはあってるで .」  
5S：（問題 7【3】（4）を解き始める .）  
6T：「先に 9 を 10 にした方が簡単じゃない?」  
7S：「違うで .（7【1】1S と同じように問題を解
き）12.あっとる?」  
8T：「答えあっとるで .」  
9S： (問題 7【3】（5）を解き始める .) 
10S：「あ !分かった !!」  
11S：（指で 4 を作り）「9,10」（残りは指を数えず




























く .(問題 7【5】 ) 
 
12S：（残りの問題を 7【3】11S のように解いて





める .）  
 （1）1+1=10 （2）3+3=10 
 （3）5+5=10 （4）7+3=10 
 ※□の中の数字は児童が入れた数字である . 
3T：「10 にするように数をいれます .」  
4S：「あれ…どうだったけ?」  
5T：「1 やったら何いれたら 10 になる？」※問題
7【4】（1）  
6S：「9…分かった。」  
7S： (指で 10 を作ってから ,3 本の指を曲げて )
｢1,2,3,… ,7｣(数えて数を求めて入れる .) 
8S： (残りの問題も 7【4】７S のようにして解い






1T：｢じゃあ次は ,この問題です .｣ 
2S：「引き算やめて .」  
3T：「大丈夫 .できる問題やから .」  
4S：「簡単なの .間違えても大丈夫?」  
5T：「間違えても大丈夫だよ .」  
6S：「 (下の段の２を指で作ってから )11,10」(数え
  
て答えを求めていく .)※問題 7【5】 (1) 
7S： (問題 7【5】 (4)まで 7【5】６S と同じ方法
で解き始める .) 
8S：(7【5】6S と同じ方法で解いたあとに，もう
一度確認をし始める .)※問題 7【5】 (5) 




問題 7【5】 (7)までを解く .）  
13S： (問題 7【5】 (8)～ (12)までは，頭の中で 1
の位から引いて答えを求める .) 




16S：「ううん .簡単 .もっと難しくして .」  
17T：「次は，引く数も 2 桁になるよ .」  
18S：「えっと ,26 やろ･･･なんやこれ ,ちょっと待
って .･･･待って . これ＋やんな？ (下の段 (長丸




19T：「うん .ここ (下の段を指指しながら )を足した











24S：｢(筆算を書いてから )これ ,どうやるっけ?｣ 
25T：「5－6＝できる?」  
26S：「…できん .これ難しい .」  
27T：｢できんなぁ .どうしたらよかったけ?｣ 
28S：「…わからん .…15 やったけ?」  
29T：｢15－6 ならできるね .｣ 
29S：「10 やから…４やがな .」  
30T：「うん .10 から 6 引くと４だね .でも 15 だよ .」 
31S：「5 やから ,４＋5？…9 やがな .」  
32S：「あれここ (筆算の 55 の十の位を指しなが
ら )は ,４やっけ?」  
33T：｢うん .さっき 15 にしたもんな .｣ 
34S： (続きを解きはじめる .) 
35S：「これも難しいが .」※問題 7【5】 (16) 
36T：「さっきの問題と同じように考えてみて .」  




2 を指しながら )もってくる .…12－3 やから 8??」 
41T：｢8 に 3 足したら ,12 になるかな?｣ 
42S：「あれ…もう分からなくなっちゃった .」  
43T：「さっきと同じように 10 から最初に引いて ,
残っているのと足してもいいよ .」  
44S：「10 から 3 引いたら… (指を使って数えなが
ら求める ).…わかった７+2…9 だがな .」  
45T：「そうだね .できたね .」  
  
46S：「うん .簡単 .…さっき ,こっから (筆算の引か
れる数の十の位の数字 )もっていったから…１?」 
47T：「あってるよ .」  
48S：｢1 から 1 はなくなるが .0.…これは難しかっ
た .｣ 
49T：「でも ,ちゃんとできてたよ .」  






















資料 3－1－8 第 8 回個別学習の記録  
 
第 8 回目  日時：2011 年 10 月 25 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的 :①１桁＋1 桁で答えが 10 以上になる足し算をする時に，10 にし
てから計算する。  
   ②2 桁－1 桁の引き算を解く。  
   ③掛け算に気付く。  
































ながら )になっとるやろ .｣ 
5S：｢違う･･･あ、なっとる。｣(問題を進めていく．) 
6S：｢7，8，9，･･･，13｣※問題 8【1】 (3) 
 (3)6+7＝  
  6+4= 
  10+3= 
  4+3= 
7T：「他にも何か気付くことない？」  
8S：｢ない｣ 

































10S： (そのまま数えながら問題 8【1】 (4)を解い
ていく。 )｢あっとる?｣ 
（4）8+6=14 
  8+2=10 
  10+4=14 
  2+4=７  
※児童が書いた答えである。  















4T：「うん .」  
5S：「足し算？ (8【2】3S の三角を指しながら )」 
6T：｢上は足し算やで .｣ 



















































次の問題を解いていく .）  





 ※丸で囲んである数は児童が入れた数である．  
12T：「10，11･･･って数えていくよりも，５は 1
と４やったから，この 1 を先に足して 10 にして
から４足す方が簡単じゃない？」  
13S：「10･･･10+４？･･･14」  




























































2S：「引き算やだ .」  
3T：「簡単にしとくな .」  
4S：｢これ今日やるやつ？｣ 
5T：「これならできる .」  
6S：「 (問題 8【3】(1)の最初に 13 といれて )13？」  
7T：「うん .できるやん .」  







13T：「  (問題 8【3】 (3)の一番下の段の右にいれ






 ※児童が入れた数は丸で囲んである数である . 
15T：｢合わせたら 10 になったらいいんだよね .｣ 
16S：｢あ !こうか .｣(答えを 6 に直す ) 














(問題 8【4】 ) 
 
 
18T：「計算早くなってきたな .凄いなあ .」  
19S： (嬉しそうにどんどん問題を解いていく .) 




1T：「じゃあ次この問題です .」  
2S：（問題を解き始める .）  
3S：(数が大きくなると筆算を自分で使って解く .)
※問題 8【4】 (4)， (5) 
3S：「できた .」  
4T：「これは (問題 8【4】(1)を指しながら )，2＋2
で解いてくれたけど，2 が 2 つあるから他にどん
な風に答えがだせる?」  
5S：「…わからん .」  
6T：「2 が 2 こやから，掛け算使って 2×2 にした
ら答えは？」  
7S：「４…一緒や .」  




12T：「うん .」  
13T：「じゃあ 16×2 は？」  
14S：「…わからん .あ !わかった !同じやから 32？
(足し算をして求める )」  
15T：｢うん .16＋16 と 16×２は同じやもんな .｣ 
16S：「なんだ .一緒か .」  
17T：「来週から掛け算もしていこうか .」  
18S：「うん .簡単なのからならやる .」  
  
資料 3－1－9 第 9 回個別学習の記録  
 
第 9 回目  日時：2011 年 11 月 1 日 (16:00～16:30)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①1 桁＋1 桁の足し算で合わせて 10 より大きくなる足し算を，
先に 10 を作ってから残りを加えるという考え方で解く．  
   ②2 桁－1 桁の引き算を解くことができるようになる．  




段の 石垣 を解 く．












































段の 石垣 を解 く．




































8S：「だってここ (真ん中の段の左側 )とここ (一番




こ (一番下の段の右側 )をたしたら，ここ (真ん中の
段の右側 )になるもんね．」  
10S：「うん．」  








































(問題 9【5】 ) 
 
 
3S：「あれ…こうかな？」(指で 5 をつくり )「14，
13，…，10．」  

























































10T：「じゃあ，8×2 は？」  
11S：「えっとな…まってよ…16?」  











資料 3－1－10 第 10 回個別学習の記録  
 
第 10 回目  日時：2011 年 11 月 24 日 (16:15～16:30)  
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①1 桁＋1 桁の足し算で合わせて 10 より大きくなる足し算を，
先に 10 を作ってから残りを加えるという考え方で解く．  
   ②繰り下がりのある引き算を解くことができるようになる．  
   ③九九までの掛け算を解く．  



























4S：「０？」※問題 10【1】（1）の真ん中の右側  
5T：「０かな?」  
























































































































































資料 3－1－11 第 11 回個別学習の記録  
 
第 11 回目  日時：2011 年 12 月 1 日 (16:00～16:25)   
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①繰り下がりのある引き算ができるようになる．  
   ②九九の掛け算が解けるようになる．  
   ③九九以上の掛け算を筆算を使って解く．  



















































































筆算を使って足し算をし ,数を入れていく．）  
14S：（問題 11【1】（11）を解き始めたとき）「あ
れ ,これは何だ?…どうだったけ?」  
15T：「引き算も筆算使ってみようか．」  
16S： (筆算を書き始める． )「これであっとる?」 
17T：「あってるよ．」  
18S： (筆算を解き始める． )｢あれー．何だこれ．





19S： (最初に指を使って 10－9 をして ,後から 8
を足して数を求める．十の位の 1－1 を 0 とした
あとに ,9 と答えをだす． )「これってこれでい
い？」  
20T：「うん．あってるよ．」  

















































 ※丸で囲んである数は児童が入れた数である．  
6T：「うーん．8×3 は何だったかな?」  
7S：「違う?あれ…何だっけな．ちょっと待ってな．
ちょっと待ってな．考えるけ．」  
8S： (8×1 から順番に何回もつぶやく ) 
9S：「あれ…何だっけ ?」 (九九の表を見て )「あ ,
そうか．こうだ」 (答えを書く． ) 
10T：「思い出した?」  
11S：「うん．ちょっと待ってな．またここから自
分で考えるから．」 (考え始める． ) 






















































































（問題 11【4】）  
20T：「同じ数を 2 回足してるから ,一緒になるね．
じゃあ ,つぎちょっと難しいよ．」（問題を渡す．）
※問題 11【4】  
 
11【4】  
1T：「じゃあ最初に 1 番を解いてみてね．」  
2S：（少し考えてから 7 といれて）｢こう？｣ 
 （1）14×２＝7 
























資料 3－1－12 第 12 回個別学習の記録  
 
第 12 回目  日時：2011 年 12 月 6 日 (16:00～16:30)  
場所：公立 K 小学校相談室  
目的 :①繰り下がりのある引き算を自分で解くことができるようにな
る . 
  ②九九までのあまりのない割り算を解く事ができるようになる . 
  ③掛け算や割り算の筆算の解き方を知る . 
学習内容  ｢会話｣・ (動作 ) 
【1】引き算の練習
の３段の石垣を解



















1T：「今日はこれからやろうか .」  
2S：「これ何?」  
3T：「何だと思う?」  
4S：「…引き算やん .」  
5T：「こないだ解いたやつと似てるから大丈夫だ
よ .」  
6S：「えー引き算無理 .」  
7T：「大丈夫 .間違えてもいいから，1 問目考えて
みて .」  
8S：「…無理 .」  
9T：「15 から 5 を引いたらいくつになるかな?」  
10S：「10?」  
11T：「うん .できるやんか .」  
12S：「なんだ .簡単や .じゃあちょっと待ってて
な .」 (解き始める .) 
13S：(指で 6 を作り )｢15，14，13，…，10．10?｣
※問題 12【1】 (2) 
14T：「うん .そうだね .」  





































18T：「わからなかったら筆算使ってもいいよ .」  
19S： (筆算を書いて解きはじめる .) 
20S：(問題 12【1】(7)からは真ん中の段も下の段
も指を使い数えて数をいれはじめる .しかし，下
の段の真ん中に 1 の入っている，問題【 12】
(7)(9)(12)の下の段には指を使わずに数をいれ
る .) 




1T：「じゃあ次はこれやってみて .」  
2S：「また引き算やんけ .」  
3T：「うん .」  
4S：「えっと… (指で 4 をつくり )12，11，10，9.」
※問題 12【2】 (1) 




7T：「筆算使ってみようか .」  
8S： (筆算をかいてから )｢これ?｣ 
9T：「うん .そうだよ .」  


































12T：「このままだと引けないね .」  
13S：「わかった .こっちから (十の位 )からもってく






14T：「そうだね .」  
15S：「10－7 は… (指を使い数えてから )3.で 3 と
6… (指を使い数えてから )9 や . (続きを解く )」  







1T：「じゃあ次これを掛け算で解いてみて .」  
2S：「掛け算？」  
3T：「うん .」  
4S： (すぐに数を入れていく .) 





2S：「あーまだ 7 の段覚えてない…」  
3T：「思い出してみて .」  
3 6 



































5T：「うん .」  
6S：「えっと…忘れた .」  






10S：「もう覚えた .」  
11T：「じゃあ次は 9 の段ね .」  
12S：「よっしゃー .9 の段は覚えた .」(すぐに数を
入れていく .) 
13T：「はやいなぁ .」  







たら 2 になる?」  
3S：「1…何だそういうことか .」  
4T：「分かった?」  
5S：「うん .」 (すぐに数を入れていく .) 
6S：「できた .」  
7T：｢これは，割り算の石垣だったね .｣ 
8S：「割り算はこれ？ (÷とかく )」  
































10S：「これは何やっけ?」※問題 12【5】 (13) 
11T：｢これは掛け算やから…どうしたらいい?｣ 
12S： (掛け算の式を書く .) 
13T：「うん .そうやったな .順番にかけてみて?」  
14S：「えっと，3×6？」  








18S：「うん .次は？…3×2?」  
19T：「そやで .でも 15 の 10 はどうしたらいい？」 





21T：｢うん .そうだったね .｣ 
22S：｢次はどうするんだったけ?えっと…わから
ん .｣ 
23T：「こことここを掛けていこうか .(1 と 6 を指
しながら )」  
24S：「あ，そっか .そういうことか .」  
25S： (掛け算をしてから )｢次は掛け算?足し算?｣ 
26T：「次は足し算だね .」  
27S：「そっか .(足し算をする ).できたー .」  
28T：「次は割り算だよ .」  
2 6 











































33S：「あ，そうか .」  
34T：「思い出した?」  
35S：「どうするんだったけ?」  
36T：「2 より 13 は大きいよね?だから 13 に何か
けたら 26 くらいになりそうかな?」  
37S：「1?」  
38T：「1 でじゃあやってみて .」  
39S： (計算しはじめる .)「あれ?」  
40T：「13 あまったね .じゃあ 1 じゃなくて次何い
れよう?」  
41S：「わかった .2 だ .」  
42S： (計算し始める .) 
43S：「できた .」  
 
12【6】  
1T：「今日ちょっとはやいけど終わろうか .」  
2S：「待って…問題作って .足し算の .あの…1，1，
1 とかのやつ」  
3T：「今日足し算してないからしようか .下の段に
同じ数がはいってるやつ?じゃあ今日は 9 からい
れていくね .あとちょっと違うのも作るね .」  
4S：「うん .でもあんまり難しくしたらだめやで .」 
2 6 13 
  
5T：「はい .」  
6S：「よっしゃー .」 (問題を解きすすめていく .) 
7S： (指を使いながら数えて解いていく .2 桁＋2
桁になると筆算を使い解いていく .) 
8S：「できた .」  
9T：「足し算得意になったね .」  


























資料 3－1－13 第 13 回個別学習の記録  
 
第 13 回目  日時：2011 年 12 月 13 日 (16:10～16:30)  
場所：公立 K 小学校相談室  
目的：①2 桁－2 桁の引き算を自分から解こうとする . 
   ②九九以上の掛け算を筆算を使って解くことができるようにな
る . 
   ③九九までの割り算を解くことができる . 
























2T：「今日はこれ .」  
3S：「足し算?引き算?」  
4T：「どっちかな?」  
5S： (石垣をよくみてから )「どっちもやん .」 (問
題を解き始める .) 
6S： (上の段には筆算を書いて，指で数えながら
数をいれていく .下の段は指で 5 を使い，14，
13，…，10 というように数えて数を入れていく .)
※問題 13【1】 (1) 
7S： (問題 13【1】 [1](12)までは，上の段は筆算
を使い，下の段は，一番下の段の真ん中の数を指
でつくり，数えながら数を求めていく .) 
8T：「次は引き算だけだよ .」※問題 13【1】 [2] 
9S：「えっと，これはどうやっけ?」  


































12T：「うん .そうだね .」  
13S：(下の段には，一番下の段の真ん中の数の 5
を指で作り，数えながら求めていく .)｢できた .｣ 
14T：「じゃあこれが最後ね .」  
15S： (筆算を書く .)「あれ…これはどうすんやっ
け?」  
16T：「このままだとひけないね .」  
17S：(12【2】13S のように，26 の十の位を消し
て 1 にし，6 の上に 10 と書く .) 
18T：「これは，10 もってきたから，16 だね .」  
19S：「待ってよ…10－9…1? ここ 1?」  
20T：「6 を忘れてるよ .」  
21S：「あっ .そっか .1 と 6…7 や .」  
22T：「うん .そうだね .」  
23S： (続きを解いて )｢できた .｣ 
 
13【2】  
1T：「じゃあ掛け算しようか .」  
2S：「えー .九の段がないがよ .」  
3T：「この間九の段したから今日は違うのだよ .」 
4S：「えー…八の段覚えてない .」  
5T：「覚えてるとこから書いていってみて .」  
6S：「えっとな…8 やろ…72 やろ…」  
7T：「最初と最後は覚えてた?」  
8S：「うん .あとな…はちご…42？…あ !40 や .」  
9T：「間違ってもいいから考えてみて .」  
10S：「何だっけな…8×2?…12?…16 や .」  
11T：「うん .」  






















3 段 の 石 垣 を 解







14S：「うん .分からん .」  
15T：「じゃあいいよ .」  
16S： (鉛筆を置いて紙を裏返しにし .8×1 から順
番に九九の表をみながら言っていく .) 
17T：「思い出した?」  
18S：「うん .」 (書き始める .) 
19T：「じゃあ次五の段な .」  
20S：「ちょっと待って .五の段は覚え取る .待って
てな .」 (すぐに数を入れていく .) 
21T：「じゃあ，最後は六の段な .」  









2S：「掛け算ってこう？ (÷と書く .)」  
3T：「それは割り算だよ .掛け算はこれだよ .(×と
書く .)」  
4S：「これどうするんやっけ？」  
5T：「かけてみて .五の段覚えてたから簡単だね .」 
6S：「あっそうか .」 (真ん中の段に数を入れる .) 
7T：「次は筆算使って解いてみようか .」  
8S： (筆算を書き始める .)「これでいいっけ？」  
9T：「うん .」  
10S：「どうするんやっけ?」※問題 13【3】 (1) 
11T：「じゃあ 1 つだけ一緒にしようか .15×30 や
  
んな .最初に，0×5 したら何になる?」  
12S：「0」  
13T：「そうだよね .じゃあ 0×1 は？」  





15T：「うん .そうだね .じゃあ，次は 3×5 をする









19T：「うん .じゃあ次は 3×1 は?」  
20S：「えっと…3．あ，わかった .そういうことか .」
(続きを計算していく .) 
21T：「じゃあ今から自分でやってみようか .」  
22S：(九九以上の掛け算がでてくると，筆算を使
い問題を解いていく .) 
23T： (児童が問題 13【3】 (4)を解き終わってか
ら )「次は割り算の石垣だよ .かけたら上の数にな
るように考えて数をいれてみてね .」  
24S：「えっと… .どうするんやっけ？」  
25T：「3 に何かけたら 27 になる?」  
26S：「えっとな･･･7…違うな… .あ !分かった .9
1 5 




3 0 × 
 
5 0 1 
  
や .」  




30T：「6 に何かけたら 36 になったけ?」  
31S：「36･･･えっと，ろくしにじゅうし ,ろくごさ
んじゅう…あ ,6?」  
32T：「ろくろくさんじゅうろくだね .」  
33S： (続きを解いていく )「できた .」  
34T：「掛け算もできるようになったね .」  




















資料 3－2 問題  
資料 3－2－1 第 1 回個別学習の問題  





( 問題 1【2】) 児童がやる気を持って取り組むことができるように，
最初は合わせて 10 までの 2 段の足し算の石垣を用意した . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 
(13)      （14) 
 
 
( 問題 1【3】 ) 下の段に同じ数を入れることで，決まりを見つけな
がら楽しく足し算の問題が解ける様にした . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 













































( 問題 1【4】 ) 問題 1【3】で児童は合わせて 10 以上の足し算もす
ることができていたので，合わせて 10 以上になる足し算を用意した . 
(1)       (2)       (3)        
 
 
( 問題 1【5】 )  下の段に連続する整数を入れ ,決まりをみつけなが
ら楽しく解ける足し算の問題を用意した .問題 (4)では ,入れる数を予想
させる問題で，引き算の練習の石垣を用意した . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
        
( 問題 1【6】 ) 引かれる数が 10 までの，引き算の 2 段の石垣を用
意した . 




資料 3－2－2 第 2 回個別学習の問題  
( 問題 2【1】 ) 児童の意欲をもって取り組むことができるように，
児童の解くことができる 3 段の足し算の練習の石垣を用意した . 
(1)         (2)         (3)          
 
 
(4)                 (5)         (6) 
 
 




























1 1 8 
 
 
3 6 4 
 
 
2 5 6 
 
 
1 5 6 
 
 
6 1 2 
 
 
4 3 4 
 
 
2 6 7 
 
 
3 1 5 
 
 
1 3 8 
  




( 問題 2【2】) 筆算を使い解いてもらおうと考え，数を大きくした .
また，繰り上がりのある足し算も用意した . 
(1)25 ＋ 6 ＝       (2)21 ＋ 12 ＝      (3)28 ＋ 36 ＝    
(4)236＋21＝  
( 問題 2【3】 )  引かれる数が 10 までの引き算の練習を用意した .
最初は児童のやる気がなくならないように，足し算の練習もできるよ
うな石垣を用意した . 




(4)         (5)         (6) 
 
 




資料 3－2－3 第 3 回個別学習の問題  
※ ( 問題 3【1】，【2】 )は宿題として第２回の個別学習の最後に渡し
たものである。  
( 問題 3【1】 ) 児童の意欲をもって取り組むことができるように，
児童の解くことができる 3 段の足し算の練習の石垣を用意した . 





8 2 1 
 
 





















































1 1 8 
 
 
3 6 4 
 
 
2 5 6 
  




( 問題３【2】 ) 引かれる数が 10 までの引き算の練習の石垣を用意
した . 








( 問題 3【3】 ) 児童のやる気がなくなってしまったので，分かりや
すくなるように実際に鉛筆を使い答えを求めることができる，引き算
の問題を用意した . 
(1)鉛筆５本と３本の差     (2)鉛筆６本と３本の差  
(3)鉛筆５本と２本の差     (4)鉛筆４本と２本の差  
(5)鉛筆６本と２本の差  
 











1 5 6 
 
 
6 1 2 
 
 

































2 3 1 
 
 
3 4 2 
 
 
4 5 3 
  
(4)         (5)         (6) 
 
 





資料 3－2－4 第 4 回個別学習の問題  
※問題 4【1】，【2】は児童が数をいれて作った石垣を使い，足し算の
練習と引き算の練習の石垣を用意した . 
( 問題 4【1】 ) 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 
( 問題 4【2】 ) 










5 6 4 
 
 
6 7 5 
 
 
7 8 6 
 
 
8 9 7 
 
 










































(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 
( 問題 4【3】)  合わせて 10 以上になるか ,ならないかを考えさせな
がら解いていくように ,10 に近くなるように数を入れた ,足し算の練習
の石垣を用意した . 









資料 3－2－5 第 5 回個別学習の問題  
( 問題 5【1】) 第 4 回の個別学習の復習として渡したプリントであ
る . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 













9 1 1 
 
 
1 9 9 
 
 
2 9 1 
 
 
8 1 2 
 
 
1 8 2 
 
 


































(17)       (18)      (19)      (20) 
 
 
(21)       (22)      (23)      (24) 
 
 
(25)       (26)      (27)      (28) 
 
 
(29)       (30)        
 
 
( 問題 5【2】)  10 の補数が身に付けられるように ,全て 10 にした ,
引き算の練習の石垣を用意した . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
( 問題 5【3】) 自分で数を入れて組み合わせを考える問題を用意し
た . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)        
 
 





























































(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 
(1)       (2)       (3)        
 
 
( 問題 5【5】 ) 自信をもって終わることができるように，足し算の
練習の問題を用意した . 








資料 3－1－6 第 6 回個別学習の記録  
( 問題６【1】 ) ５回目の復習として用意した宿題である . 
 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 


































5 6 1 
 
 
7 3 2 
 
 
2 3 6 
 
 
5 3 2 
 
 
1 3 6 
 
 


















(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 
(13)       (14)     (15)        
 
 
( 問題６【2】 )  合わせて 10 になる数と ,10 に近くなる数になるよ
うに 1 段目に数をいれた３段の足し算の石垣を用意した . 
(1)         (2)         (3)          
 
 
(4)         (5)         (6) 
 
 
(7)         (8)         (9) 
 
 





( 問題６【3】 ) 10 といくつかを足す練習問題を用意した . 
(1)10＋1＝ (2)10＋5＝ (3)10＋3＝ (4)10＋7＝ (5)10＋9＝  
(6)10＋10＝ (7)10＋11＝  (8)10＋15＝  (9)10＋18＝ (10)10＋19＝  
(11)10＋21＝  
 



















8 3 2 
 
 
9 2 1 
 
 
7 4 3 
 
 
8 2 2 
 
 
9 1 1 
 
 
7 3 3 
 
 
8 1 2 
 
 
9 0 1 
 
 
7 2 3 
 
 
6 5 4 
 
 
5 4 5 
 
 
3 2 7 
  
















( 問題 6【5】 )  足し算の練習の３段の石垣を用意した . 











































































8 3 1 
 
 
5 9 2 
 
 
1 8 3 
 
 
7 6 4 
 
 
1 4 5 
 
 
9 2 6 
 
 
2 5 7 
 
 
4 1 8 
 
 
6 3 9 
  





資料 3－2－7 第 7 回個別学習の問題  
( 問題 7【1】 ) 合わせて 10 以上になる ,足し算の式の問題を用意し
た . 
(1)5＋7＝ (2)2＋9＝ (3)6＋7＝ (4)3＋9＝ (5)1＋11＝  
(6)9＋6＝ (7)8＋8＝ (8)7＋8＝ (9)5＋8＝ (10)8＋6＝  
 
( 問題 7【2】 ) 先に 10 にしてから計算をするほうが簡単だという
ことに気付かせることができるように ,1 つの式を 2 つの式にわけたも
のを用意した . 
(1) 5＋5＝ (2) 2＋8＝ (3) 6＋4= (4) 3＋7= (5) 1＋9＝  
 10＋2＝  10＋1＝  10+3=  10＋2＝  10＋2＝  
 5＋7＝  2＋9＝       6+7＝   3＋9＝  1＋11＝  
 
(6) 9＋1＝ (7) 8＋2＝ (8) 7＋3＝ (9) 5＋5＝ (10) 8＋2＝  
 10＋5＝ 10＋6＝   10＋5＝  10＋3＝    10＋4=  
 9＋6＝  8＋8＝    7＋8＝   5＋8＝   8＋6＝  
 
( 問題 7【3】 ) もう一度 1 つの式で ,あわせると 10 以上になる式を
用意した . 
(1)5＋8＝ (2)6＋5＝ (3)7＋5＝ (4)3＋9＝ (5)4＋8＝  
(6)7＋4＝ (7)2＋9＝ (8)6＋6＝ (9)7＋8＝  
 
( 問題 7【4】) 10 の補数の感覚を身に付けさせるために ,10 になる
ように数を入れる式を用意した . 
(1)1＋□＝10 (2)3＋□＝10 (3)5＋□＝10 (4)7＋□＝10   
 
 
3 4 5 
 
 
4 5 7 
 
 
7 1 3 
  
(5)9＋□＝10 (6)2＋□＝10 (7)4＋□＝10 (8)6＋□＝10   
(9)8＋□＝10 
 
( 問題 7【5】 ) 引かれる数が 10 以上の引き算の練習の 2 段の石垣
を用意した .最初は繰り下がりのない 2 桁―1 桁の引き算にし ,最後の 2
問は 2 桁―2 桁の繰り下がりのある引き算を用意した .. 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 
(5)       (6)       (7)       (8) 
 
 
(9)       (10)      (11)       (12) 
 
 




資料 3－2－8 第 8 回個別学習の問題  
( 問題 8【1】 ) 合わせて 10 以上になる足し算の式を ,先に 10 にし
てから残りの数を加えるようにするために ,2 つに分けた式も用意する .
このとき ,1 つ目の式を分けると ,2 つ目と 3 つ目の式が分かるように ,2
つ目と 3 つ目の足す方の数を合わせる式を４つ目に加える . 
(1) 5＋8＝ (2) 9＋5＝ (3) 6＋7＝ (4) 8＋6＝ (5) 7＋5＝  
   5＋5＝   9＋1＝  6＋4＝      8＋2＝   7＋3＝  
 10＋3＝   10＋4＝  10＋3＝  10＋4＝  10＋2＝  
 5＋3＝    1＋4＝   4＋3＝   2＋4＝   3＋2＝  
 




































(1)         (2)         (3)          
 
 
(4)                  (5)                  (6) 
 
 
(7)         (8)                  (9) 
 
 




( 問題 8【3】 ) 2 桁－1 桁の繰り下がりのない引き算と ,1 桁－1 桁
の引き算の練習の 3 段の石垣を用意した . 
(1)         (2)         (3)          
 
 
(4)                  (5)                  (6) 
 
 
(7)         (8)                  (9) 
 
 





























































































































( 問題 8【4】) 下の段に同じ整数を入れ ,決まりをみつけることがで
きる 3 段の石垣を用意した . 
(1)         (2)         (3)          
 
 





資料 3－2－9 第 9 回個別学習の問題  
( 問題 9【1】) 引き算と足し算の混合問題を用意した .真ん中の段の
左側の数と ,一番下の段の真ん中の数を足すと 10 になるようにいれた．
また ,一番下の段には連続するように数をいれた．  








( 問題 9【2】) 問題 9【1】のように真ん中の段の左側と一番下の段
の真ん中の数を足すと 10 になるように入れた ,引き算と足し算の混合
問題の練習の 3 段の石垣を用意した．  





















































































( 問題 9【3】) 引き算の練習の 3 段の石垣を用意した．一段目に入
れた数の一の位と同じ数を 2 段目の左側にいれ ,最初は簡単で児童が
意欲的に取り組むことができる石垣を用意した．  
(1)         (2)         (3)          
 
 




( 問題 9【4】) 一番上の段の数の一の位よりも小さい数を真ん中の
段にいれた ,引き算の練習の 3 段の石垣を用意した．  








( 問題 9【5】) 引き算と足し算の混合問題で ,真ん中の段の左側の数
と一番下の段の真ん中の数を足すと 10 になるようにいれた ,3 段の石
垣を用意した．  


































































































(7)         (8)               (9) 
 
 




( 問題 9【6】) 児童が楽しんで終わることができるように ,8 段の石










資料 3－2－10 第 10 回個別学習の問題  
( 問題 10【1】 ) 足し算と引き算の混合問題の 3 段の石垣を用意し
た .真ん中の右側と一番下の段の真ん中の数を足すと 10 になるように
数を入れた . 





























































(4)                  (5)                  (6) 
 
 
(7)         (8)                  (9) 
 
 




( 問題 10【2】 ) 引き算の問題を用意していたが ,引き算はやりたく
ないといい鉛筆を片付けてしまったので ,掛け算をしようと考え ,その
前に意欲的に取り組めるように何度か解いたことのある ,下の段に同
じ数の入った足し算の練習の 3 段の石垣を用意した . 
(1)         (2)         (3)          
 
 
(4)                (5)                  (6) 
 
 




( 問題 10【3】 ) 隣あう数をかけた数を上の段にかくように指示を
































































































(1)         (2)         (3)          
 
 













資料 3－2－11 第 11 回個別学習の問題  
( 問題 11【1】) 足し算と引かれる数が 10 以上の引き算の混合問題
の 3 段の石垣を用意した .引き算は最初の 6 問は繰り下がりのないもの
を用意し ,残りの 6 問には繰り下がりのあるものや ,2 桁－2 桁の引き算
も入れた . 






































































































(7)       (8)        (9) 
 
 
(10)      (11)        (12) 
 
 
( 問題 11【2】 )足し算ではなく ,掛け算をして上の段に数をいれても
らうものを用意した .児童が混乱することがないように ,数字の色を変
えて赤色のときは掛け算ということを伝えた .掛け算は 8 の段にした . 
(1)       (2)       (3)       (4) 
 
 






( 問題 11【3】) 九九以上の掛け算に挑戦するために , 下の段に同じ
整数を入れた 3 段の石垣を用意した . 
(1)        (2)       (3)          
 
 
(4)        (5)       (6) 
 
 




































































































( 問題 11【4】 ) 問題 11【3】で (4)までを ,真ん中の段の数を 2 倍す
ると一番上の段にくる数と同じになることを確認したあとで ,(7)と (8)
の真ん中の段に２をかける掛け算の式を用意した .(※ (3),(4)は ,児童が
(1)を解く時に割り算をしたので ,割り算の式を用意した .) 
(1) 14×2＝  (2)16×2＝  (3)14÷2＝  (4)16÷2＝  
 
資料 3－2－12 第 12 回個別学習の問題  




(1)         (2)         (3) 
 
 
(4)         (5)         (6) 
 
 
(7)         (8)         (9) 
 
 




( 問題 12【2】 ) 繰り下がりのある引き算の練習の３段の石垣を用
意した．  




















































































( 問題 12【3】 ) 掛け算の練習の 2 段の石垣を用意した．  
(1)      (2)      (3)      (4) 
 
 
(5)      (6)      (7)      (8) 
 
 
(9)      (10)     (11)      (12) 
 
 
( 問題 12【4】 ) 七の段と九の段の掛け算の式を用意した．  
(1) 7×1＝  (2) 7×2＝  (3) 7×3＝  (4) 7×4＝  
(5) 7×5＝  (6) 7×6＝  (7) 7×7＝  (8) 7×8＝  
(9) 7×9＝  (10) 9×1＝  (11)  9×2＝ (12)  9×3＝  
(13) 9×4＝  (14) 9×5＝   (15)  9×6＝ (16)  9×7＝  
(17) 9×8＝  (18) 9×9＝  
 
( 問題 12【5】 ) 割り算の練習の 2 段の石垣を用意した．最後に 2
桁×2 桁の掛け算と 2 桁÷2 桁の割り算の式を用意した．  
(1)      (2)      (3)      (4) 
 
 




























































(9)      (10)     (11)      (12) 
 
 
(13) 26×13＝ (14) 26÷13＝  
 
( 問題 12【6】 ) 下の段に同じ数の入れたものと，連続する整数を
いれた 3 段の足し算の練習の石垣を用意した．  
(1)         (2)         (3) 
 
 
(4)         (5)         (6) 
 
 
(7)         (8)         (9) 
 
 




資料 3－2－13 第 13 回個別学習の問題  
( 問題 13【1】) ［1］引き算だけの問題では児童のやる気がなくな
るので，最初は引き算と足し算の混合問題の練習の 3 段の石垣を用意































































































(7)         (8)                 (9) 
 
 









( 問題 13【2】 ) 九九の練習の問題を用意した．  
［1］  
(1)8×1＝ (2)8×2＝ (3)8×3＝ (4)8×4＝ (5)8×5＝  
(6)8×6＝ (7)8×7＝   (8)8×8＝ (9)8×9 
［2］  
(1)5×1＝ (2)5×2＝ (3)5×3＝ (4)5×4＝ (5)5×5＝  
(6)5×6＝ (7)5×7＝   (8)5×8＝ (5)5×9＝  
［3］  
(1)6×1＝ (2)6×2＝ (3)6×3＝ (4)6×4＝ (5)6×5＝  
(6)6×6＝ (7)6×7＝   (8)6×8＝ (9)6×9＝  
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